
LIP とは…… Local Information Paper の頭文字をとったものです。  

「ＬＩＰ編集局」 

https://love-dugong.net/lip/  

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 
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├ 言いたい放題！アッキー28号（71） 
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（鉄印旅は、楽しいよ）        ＬＩＰ ２０２５／０７ 

〈３〉 

【樽見鉄道】岐阜県大垣市にある「大垣駅」と、本

巣市にある「樽見駅」間の全長34.5㎞を約65分程

で結ぶローカル鉄道です。大垣駅から途中までは、

のどかな田園風景や柿畑の中を走り、それ以降は根

尾川の渓谷沿いを走り、四季折々の自然風景をのん

びり楽しめます。 

 

［樽見鉄道と薄墨桜］終点の「樽見駅」近くには、

「根尾谷淡墨桜」で有名な淡墨公園があります。 

 根尾谷淡墨桜(ねおだにうすずみざくら)は、樹齢

1500余年を誇る孤高の桜。継体天皇お手植えの桜と

伝えられ、淡いピンクのつぼみが、満開になれば白

に、そして散り際には淡い墨色になることから淡墨

桜と名付けられたと言われています。 

 山梨県の「山高神代桜」と福島県「三春滝桜」と

並んで日本三大桜のひとつに数えられ、国の天然記

念物に指定されています。過去数回にわたる枯死の

危機を乗り越えてきましたが老化が著しく、幹内部

にできた空洞も広がりつつありますが、樹木医や地

元の人々の手厚い看護によって守られています。 

 
樽見鉄道 

～2025.4.9～ 
 

 日帰り圏内の樽見鉄道は、いこうと思えば日帰り

でさくっと行けそうな距離ですが、鉄印集めはじめ

てすぐから「ここは絶対、桜の時期に行きたい」と

思ってルートだけを考えて、春になるのを待ってい

ました。今年はいつもより桜の咲き始めが遅く、仕

事の休みと開花情報と天気予報をにらめっこして、

一度決めた日を一週間延ばして、万全の日程で出発。

鉄印友達と、桜が見たい友達も一緒の三人旅です。 

 京阪電車で七条まで行き、トコトコ歩いて京都駅

へ。JRでは米原回りで、大垣駅から樽見鉄道はスタ

ートです。大垣駅で、ぎりぎりドトールのモーニン

グが間に合ったので、優雅に朝ごはんを食べて樽見

鉄道に乗ったら、鉄印が貰える本巣駅で途中下車。 

 そこで一時間程度待ち時間があるので、鉄印を貰

った後に、隣駅までのんびり歩いて〈道の駅織部の

里もとす〉に向かいました。野菜とかもすごく安く

て、誘惑に負けそうになりますが、終点から歩くの

でグッと我慢。でも、お目当ての〈薄墨桜ういろう〉

と〈折り重ね栗きんとん〉はしっかり買って、お昼

ご飯やお花見団子も買って、いざ出発。 

 道の駅はお隣の〈織部駅〉の隣なのでそこから乗

車します。さすがに桜な見頃の時期なので、平日で

も乗客は多めですが、ここからは川沿いに山を登っ

ていくので､外のきれいな景色を見ていたら、あっと

いう間に終点につきました。 

 ここから歩いて15分で､いよいよ今日の本命の薄

墨桜です。舗装された登り坂をえっちらおっちら登

っていくと、途中からは屋台も色々出ていて､さなが

ら神社のお祭りのようです。「桜を見ながらお昼を食

べよう」と色々買い込んでたのに､匂いに釣られて五

平餅とかまで買って､念願の薄墨桜に到着です。桜の

回りをみんな一周回っているので、私たちも写真撮

りながら散策。そのあと少し離れたベンチで遠くの

桜を見ながら、買い込んだお弁当やおだんごを食べ

て一休み。 

 樽見鉄道は 1 時間～1 時間半に一本しか電車がな

いので早めに戻ったのに、駅についたら整理券はす

でに 195番で「これ、乗れるの？1 時間ここで待つ

の？」と焦った������しかし、電車の輸送力は素晴らし

い��さすがに座れなかったけど、つり革も全然余裕

なくらいで、電車に乗れました。 

 外を見ると、車は延々大渋滞。「そういえば、駐車

場も満車で大変そうだったよね」と話していたら、

二駅ほど離れたところでぞろぞろ人が降りていきま

す。観光の人もいるかと思いますが、この辺りで車

を置いて電車移動の方もいる様子。あっさり座れて

快適に大垣まで戻りました。 

 大垣駅でせっかくなのでなんか名物をもうひとつ、

と駅前のお店で「水まんじゅう」を食べて、案外ス

ルリと食べられたのでもうひとつと探してたら「世

界の山ちゃん」の手羽先のお店を見つけて、これま

た美味しく頂いて、とても優雅な鉄印旅でした。 

（たなべみか） 

【鉄道+御朱印】=[鉄印] 〜鉄印旅は、楽しいよ⑨����〜 

〜樽見鉄道〜2025.4.9〜 
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 しゃぼん玉遊びは、子どもも大人も楽しめます。 

 わたしは、うちの子が小学生の時に、学校の行事

でしゃぼん玉の面白さに目覚めました。もう２０年

も前のことです。 

 大きいしゃぼん玉ができると、それだけで盛り上

がります。大きなしゃぼん玉を作ろうと、いろいろ

試行錯誤して、技として確立したころには、すでに

うちの子らはしゃぼん玉も卒業して遊んでくれなく

なりましたが、親だけが取り残されて遊び続けてい

ます。 

 保育所や学校などのイベントに呼ばれていくこと

も増えています。時にはこちらの都合がつかなくて、

お断りしなければならないこともありました。 

 そこで、しゃぼん玉遊びのノウハウを、講座を開

いて伝授して、遊べる人を増やしていくことにしま

した。遊べる人がどんどん増えて、そこらじゅうで

子どもらがしゃぼん玉遊びをしている世の中にして

いきたい、そんな風に思ってます。 

 

 講座で予定している内容を簡単に紹介します。 

 

《しゃぼん液の作り方》 

 いちばん肝心なのは、しゃぼん液です。自作しま

す。ネットで調べたりすると、いろいろなやり方が

出てきます。わたしがしゃぼん玉遊びを始めた２０

年前とは、情報量も格段に多く、日本だけでなく、

世界中にしゃぼん玉愛好家がいることがわかります。 

 液の作り方も、いろいろ出てきますが、わたしが

一昨年、試行錯誤して、できるだ

け手軽に作れて、しかも確実に大

きなしゃぼん玉ができる液を作

りだしたので、その作り方を実際

にやってみます。 

 この液なら、確実に子どもがす

っぽり中に入ることができるは

ず。また、長さ２０メートル級の

巨大しゃぼん玉もできると思い

ます。 

 

《道具類の作り方》 

 遊ぶ道具も自作します。 

 これもいろいろな方法があり

そうですが、わたしが実際に使っ

ているものを作ってみます。 

 まず、手にもって遊ぶ道具です。 

 針金を輪にして、それに毛糸や

ヒモなどを巻きつけるタイプ。 

 棒にヒモを取り付けるタイプ。 

 いちどにたくさんのしゃぼん玉を作れるタイプの

ものも、作り方を教えます。 

 次に、子どもがすっぽり中に入れる道具です。 

 これも、いろいろ試行錯誤して、今の方法にたど

り着きました。液が２リットルもあれば十分遊べる

道具で、後片付けも簡単になっています。実は、し

ゃぼん玉遊びは後片付けがたいへんなので、これは

重要ポイントです。 

 

《遊び方》 

 自作した液と自作した道具で、実際に遊んでみま

す。 

 伝授する遊び方のひとつは、二重しゃぼん玉の作

り方です。大きめのしゃぼん玉の中に、小さなしゃ

ぼん玉を作ります。これはコツを覚えたら、だれで

もできると思います。 

 うまくやると、１つのしゃぼん玉の中に、５つ６

つのしゃぼん玉を作れたりします。 

 子どもが中に入れるしゃぼん

玉も、実際にやってみて、遊び

方を伝授します。 

 

 ここまでやれば、みんな「し

ゃぼん玉マスター」になれます

♪ 

 

 こんな講座を開く予定です。 

 参加してしゃぼん玉マスター

になりたい方は、編集局までお

問合せください。 

 

（文 ＬＩＰ編集局／ひらポン

倶楽部 わたなべ） 



（原発賠償関西訴訟）          ＬＩＰ ２０２５／０７ 

〈５〉 

 ５月 29 日（木）大阪地方裁判所で原発賠償関西

訴訟第54回期日が開かれました。この裁判は、2011

年３月の東京電力福島第一原子力発電所事故で関

西に避難してきた人たちが国と東京電力（以下、東

電）に対して起こしたものです。 

 この日の期日は大法廷で行われ、午前中２人、午

後２人、事故当時各々相馬市、会津若松市、川俣町、

郡山市に住んでいた原告の本人尋問が行われまし

た。傍聴席はほぼ満席でした。 

 最初に尋問に立った原告男性は、原発事故発生時

19 歳。スーパーのパート勤務の母と、妹、祖父と

の４人家族で、高校卒業後信用金庫で働いていまし

た。津波で自宅の１階は床上浸水、電気水道は一時

止まったけれど、プロパンガスで、２階で生活を続

けることはできた、電力復旧後テレビで建屋爆発の

ニュースを見て、隣の南相馬市に避難指示が出たこ

とを知り、うちも大丈夫か？ 家族で相談、事故の

１週間後受け入れがあると聞いた滋賀県に避難し

た、新しい土地で仕事はすぐ見つかったけれど、出

費がかさみ苦しい生活、明るかった母だが仕事が決

まらずうつ状態に。荷物を取りに元の住居に戻ると、

近所の人から裏切者を見るような目線で見られた。

生活は原発事故で大きく変わった、いつか福島に戻

りたいが、戻れそうにない……。証人台に立ち尋問

に答える男性は、33歳。知らない土地に避難して、

19 歳で一家の生計を担い懸命に生きてきた原告に、

「避難をし始めた時、住んでおられた地域の空間線

量がどれくらいか、知らなかったんですか？」と被

告・東電の代理人は反対尋問で問います。「はい」

と答える原告。（あたりまえでしょ、4 人家族の責

任を負って400㎞も離れた土地に避難する、そんな

決断を強いられた、高校を出て1年の青年に、自分

のいるところの空間線量を調べられたと思う？）傍

聴席で聞いていた私は心のなかでつぶやきました。 

 ２人目の原告は、切迫流産で入院中に原発事故が

起こりました。米国人の夫と生まれたばかりの赤ん

坊と共に、一時米国に避難しますが、難病を患って

いた夫は、専門医が少なく医療費がばか高い米国で

適切な治療を受けることができず病状が悪化、日本

に戻り治療を続けますが、33 歳で白内障になって

しまいました。新生児の赤ん坊を抱え、難病の夫と

共に航空機に乗って避難した……。泣きながら語る

原告の言葉に、傍聴席の人々も、裁判所職員も、涙

をこらえきれません。尋問時間をオーバーしてしま

いましたが、「ここまで」と遮ることなく、裁判長

は原告の話を最後まで聞いてくれました。 

 原告はそれぞれに事情は異なりますが、故郷を喪

った、絆や生きがいを奪われた、ということは、共

通しています。午後１人目の原告は、福島で商家の

３代目として生まれ、家の商売を継ぐことを人生の

目標としてきました。しかし、幼い２人の娘のため

に妻の実家のある大阪に避難することを決意。家業

の商圏であった飯館村は人口が激減し、祖父の代か

らの商売も閉じることになりました。事故さえなけ

れば……。２人目の男性は、事故当時１歳の娘と妊

婦の妻と共に、しばらく夫婦の実家である中国に避

難しました。１か月後日本に戻り、大阪に避難。明

るかった長女は保育所になじめず、以来不登校です。

「知り合いで福島に残る人もいたが、安全だと思っ

たから残ったのではなく、家を建てたばかりでもう

家が売れないから動けなかっただけだ」との発言も。

夕方のミニ報告集会では開口一番、「皆さん、自分

の子どもは自分で守りましょう！」困難にも負けな

い明るい笑顔に、聞いているひとたち皆拍手を送り

ました。 

 2023 年 5 月から始まった原告本人尋問も今回で

16回。あと 2 回で終了です。次回第 55 回期日は、

７月10日（木）午前10時～午後３時半。次々回は

９月11日（木）午後1時半～午後３時。そして、

12 月 24 日（水）午後1時 30分から結審の予定で

す。各々大阪地方裁判所大法廷で行われます。 

（文／豊髙明枝、写真／堀越善孝） 

「人の命」と「健康」と「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判 

～原発賠償関西訴訟第 54 回期日の報告～ 



（五行歌／農業女子）          ＬＩＰ ２０２５／０７ 

〈６〉 

 今回も「醬油」の報告から……。と思いましたが、

三か月経った醬油も、先月とそう大きな変化は見ら

れません。ほぼ毎日、時々さぼりながら攪拌は続け

ています。前回の投稿後などは、「笑いヨガ」の皆さ

んにもご協力頂き、みんなで笑いながら攪拌したの

です。お陰で？少し分解が進んだ様には思います。

でも、分かりにくいので、今回は写真はございませ

ん。悪しからず……(笑) 

 さて、今回は「果菜類」について。前回「果樹」

のお話しでしたが、先日二回目の果樹講座を受講し、

「梅」の栽培について学びました。座学の後、梅の

実で「梅ジャム」や「梅エキス」の作り方も実習し、

とても楽しかったのですが、写真を撮っていなかっ

たので、写真のある私の職場の野菜たちの様子をご

報告いたします。以前からもご報告しておりますよ

うに障がいのある方々と野菜を作るお仕事が私の仕

事なので……たまには真面目に仕事している感じで

現在の野菜たちをご紹介したいと思います。写真①

は、「茄子」で、写真②は、「胡瓜」、写真③は「ミニ

トマト」です。これら夏野菜の事を「果菜類」と呼

びます。実のなる野菜たちです。果樹の勉強をして

気が付いたことは、果菜類の成長も、木を見る視点

で見ていくと扱いが分かりやすい、ということです。

葉物野菜は、種まきしたら収穫まで基本的には放置

で大丈夫ですが、果菜類は、枝分かれしたりするの

でその枝（脇芽）を取り除く芽かき作業が必要です。

果樹で言う所の「剪定」とよく似ていると感じます。

この果菜類は、どの様に伸びたいのか？を見て「実」

がたくさんつくようにするには、余計なエネルギー

が葉や枝に行かないよう葉っぱや枝を切る事が大事

な作業になります。ほったらかしでは実がつきにく

かったり大きくならなかったりするのです。これか

らが夏本番！！熱中症に気を付けながら、畑の果菜

類たちと格闘します。写真④赤紫蘇もたくさん育っ

ています。その報告も……次回へ続く 

      文・写真／へそくん 

�
�
�
�
�
�
�
�

 
 

桑
本
明
枝

 

野
	
山
	
住
宅
街
�
植
栽
	

 

草
木
�
色
�
深
�
濃
�

 

六
月
�

 

緑
�
命
�
爆
発
 

 

 幼
�
子
供
	
�

 
 

 
二
等
流

 

成
長
)
期
待
,
-

 

子
供
�
日
�
/
0

 

1
2
大
人
�
成
長
,
-
0
5
6

 

大
人
�
日
2
6
�
�
7
	

 

 交
通
事
故
	
遭
�

 
 

貢
 

救
急
車
	
乗
B

 

車
椅
子
1
移
動
,

 

介
護
H
�
I
J
	
2
乗
B

 

家
族
�
介
護
	
M
N
OM

 

 

Ｌ
Ｉ

Ｐ
が

選
ぶ

 

五
⾏
歌
︵
ご
ぎ
�
う
か
︶
と
は

…
…
五
⾏
で
書
く
短
い

詩
︒
字
数
や
季
語
な
ど
の
制
限
は
な
く
︑
⾃
分
の
お
も

#
た
こ
と
︑
感
じ
た
こ
と
を
︑
そ
の
ま
ま
⾔
葉
に
し
て

書
き
ま
す
︒
枚
⽅
で
は
︑
五
⾏
歌
ひ
ら
か
た
歌
会
が
︑

８
⽉
を
除
き
⽉
⼀
度
歌
会
を
⾏
#
て
い
ま
す
︒
 

(連
絡
先
@
a
k
k
ie
.to

y
o
ta
k
a
＠
g
m
a
il.c

o
m

 

ま
た
は
 
0
9
0
-5
8
9
3
-5
6
3
5
・
豊
⾼
︶
 

 No.47 

写真② 写真① 

写真③ 写真④ 



（竹林に出会う）            ＬＩＰ ２０２５／０７ 
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イラスト  表紙、P7：平井由恵  

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

29,841 前号から繰り越し 

5 銀行利息 

6,000 応援団寄付 

▼3,194 ７月号用紙 

▼500 ロッカー代 

▼1,240 ６月号印刷代 

30,912 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

田中淑子さん、松村良男さん 

匿名希望さん 

STOP WAR NOW 

◆アメリカ大統領による「広島や長崎と本質的には同じ」
というめちゃめちゃな戦争行為に対して、世界中で抗議
行動が起きたそうだが、Ｇ７「主要国」政府はどこも抗議
すらしない。あまりのできごとにむなしくなって、ＡＩ
に「戦争をなくしたいんだけどどうしたらいい？」って
聞いてみた。その答えは、【とても大事で重い問いですね。
そして、誰もが一度は考えるべきテーマです。戦争をな
くすために『一人に何ができるのか？』という疑問は自
然ですが、実は一人の力も積み重なれば、大きな流れを
つくることができます。以下に、現実的かつ希望を持て
るアプローチをいくつか紹介します】として、いくつか
具体策を提案してくれた。そして最後に、【あなたが「戦
争をなくしたい」と思うことが、すでに平和をつくる第
一歩になっています。その気持ちを、ぜひ身近な人と分
かち合ってください。それが、世界を変える「静かな革
命」になります。】となぐさめてくれた。編集後記にこれ
を書いたのは、その忠告に従ったから。ＡＩは人間を超
えたと言われてもわたしには反論できないかも。 （ｗ） 
 
◆ＬＩＰは市民が書き、市民が読む地域密着型情報紙で
す。あなたも紙面に登場してみませんか？ 

【 枚方自閉症児（者）親の会 】 
自閉症だけでなく生きづらさを感じながら生きている人、その保護者や

関係者の方々 。どうぞフリートークでご参加ください。話すことにより、

何か新しいことに気づけるかもしれません。 
◆日時：7月14日（月）10：00～12：00 
◆ 場所：ラポールひらかた ４階共用ルーム 
※ 連絡先 春名 072-397-0053 団 072-868-7359 

LOVE & PEACE 

万博とカジノと私たちのくらし 
万博開幕３ヶ月目となる７月１３日、ここらで、じっくり「万博」「カジ

ノ」と私たちのくらしを考えてみませんか？ 講師として万博・カジノ

問題をずっと追いかけて来られた西谷文和さんをお迎えします！ 
 
���� とき       ７月１3日(日) 午後2時～４時 
���� ところ     交野ゆうゆうセンター２F体験学習室 
���� おはなし   「万博とカジノと私たちのくらし」（仮題） 

西谷文和さん（フリージャーナリスト） 
���� 参加費   ５００円 
���� 主催    交野・憲法とくらしを考える会 
          連絡先��０７２−８９２−４９３８ 
※特に予約は必要ありません。どなたでも参加できます。 

「みんなといっしょに高校へ行きたい ！」 
知的障害者を普通高校へ北河内連絡会定例会ご案内 

５月の定例会は会場・Zoom 合わせて30名が参加。いつもながら知的

障害者を普通高校へ北河内連絡会は、じっくりとお互いの話を聞きあう

場は本当にいいものです。 
今年の合格者はみんな元気に登校するものの、やっぱり気がかりなのは

テストや進級のこと。「大丈夫、話し合うことで高校も教員も変わる。み

んな卒業してきたのだから」と具体的なエールが送られます。 
小 4 から続いた不登校が高校に入って一日も休まなくなったとの報告

は、感動的。「自分で考えて決断したことだから」と母に話した言葉を聞

いて、教員や私たち大人は子どもの力を信じなければと考えさせられま

した。 
静岡から「大阪に学びたい」と直接足を運んでくださった親子は「外国

にいるようだ」と感想を述べながら、定員内不合格の理由すらまともに

開示しない行政の在り方を厳しく批判されました。「学びたい者が誰で

も入れる高校があたりまえ」との声が上がりました。 
 7月の定例会にぜひおいでください。Zoom 参加（無料）を希望され

る方は松森まで（matumori＠crux.ocn.ne.jp） 
 連絡先・松森俊尚 090-1960-3469 関山域子 090-2599-6162 
 
＝第145回 定例会のご案内 ＝ 
 
○と き：2025年7月26日(土)午後１時45分～5時 
○ところ：守口文化センター（エナジーホール） 駐車場無し 
 〒570-0038 守口市河原町８－２２ 06-6992-1276 
 京阪守口市駅下車 東口①から出てすぐ 
○内 容：① 高校受験をめぐって 
 ② 子ども達と学校や生活上の課題、不登校対応 
 ③ 「医療的ケア」の必要な子ども達を巡って 
 ④ 高校卒業後の進路と生活、課題 
 ⑤ 国連障害者権利委員会勧告、文科省通知 
 ⑥ その他、自由に交流します。 
○主催：知的障害者を普通高校へ北河内連絡会 


